
淡路島百景に準ずる景観
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所在地：淡路市 草香 

 

 

智禅寺大門 出典：一般社団法人淡路島観光協会ＨＰ 

淡路島の風土のなか、七福神信仰は素朴で厚い信仰を集めてきました。 

淡路七福神霊場の 1つである智禅寺には、弁財天が祭られています。寺宝の大般若経には、1351

年の銘があり歴史ある寺であると考えられています。 

本尊に大日如来像を安置し、仏法有縁の修行道場として開かれた霊場には、地蔵菩薩像と御厨子が

脇待として祭祀されています。また、本堂背後の丘陵にある法篋印塔の雨風に耐えわびしく佇む姿か

らも、智禅寺の歴史の奥行きが感じられます。 

 

 

 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道津名一宮 IC下車、国道88号を

北上、群家交差点を左折し県道 31 号線に入りしばらく

進んだのち、県道468号に入る。車で約30分。 地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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